
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

                              ２０１８．０３ 

 

春は出会いと別れの季節と言われます。たくさんの人に出会うことは、

とても楽しみなことですし、ワクワクします。しかし、別れは、つらさや

悲しみ、さみしさを伴うことも多いのではないでしょうか？ 人を深めて

いくような「別れ」とはどのようなものなのでしょうか？ 

掲示の言葉は「出遇い」と、「遇」の字が使われていますが、この文字

で「あう」と言う時には、人に限定されません。人との出会いに限らず、

かけがえのない、または大切な何かに「出遇う」という意味があります。 

また、「遇」は「たまたま」という意味もありますが、「思いがけず」

「有難くも」というような、「ご縁」を感じる言葉だと思いませんか？ 

人との出会いを通して、かけがえのないご縁をいただき、大切な事柄や

気持ちに出遇うことがあります。そのような出遇いに私たちは教えられ、

育てられるのですね。 

一方、「別れ」は悲しくて、さみしい思いをしますが、その気持ちを通

して、失ったことの大きさや、それまで自分が大切にしてきたことを知る

ことができるのかも知れません。 

悲しい、さみしいという気持ちを経験することによって、自分自身を知

り、また自分自身を深めていくのでしょう。 

              真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹 
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